



























































































































本論文は， 400字原稿用紙にして 900枚を越え， 7章構成で，各章は以下の通りである.
第 1章は，研究の目的と方法，先行研究と本論文の位置付.け，調査概要などを内容とし
ている.
第 2章は，研究対象地であるラムの歴史・人口動態などの概略と，ラム島の中心地ラム・
タウンの地区・階層・雇用などの概要を記述している.
第3章は，女性の生活史のうち結婚までを取り扱っている.未婚女性の生活がら婚礼行
事の実態を記述し，婚礼行事の変遷を考察している.特にその中で盛大な女性だけの婚礼
行事である kupambaを詳述している.
第4章は，結婚生活にからむ出産育児・家族関係・経済から，晩年の生活，それに女性
間の交流を論述している.
第 5章は，夫.との別れとして離婚と死別にわけで，まず離婚の実態や理由，離婚後の子
供の処遇などを扱い，次に葬儀を詳述し，更に寡婦の生活や相続問題を論述している.
第 6章は，再婚の実態・方法・理由を述べ，その中でラムを含むスワヒリ文化圏に特有
と思われるイスラーム法解釈による同じ夫との再婚を論じている.
第 7章は，終章として本研究を総括し，その限界を見極め，更なる研究の発展への展望
を展開している.
2.審査要旨
本論文の審査にあたり，①本研究の独自性，問題設定の明確さ，②論文の構成と実証性，
③論述・論・旨の明確さ，以上の3点に留意し議論して下記のような結論を得た.
本論文は，ラムの現代女性の生活史を，少女期から婚姻を経て妻となり親となり，女性
によっては離婚や再婚を経験し，やがて迎えた老後の生活，そして葬儀までを詳細に記述
した.ラムの女性が辿る生活史の過程を，その中で生じる個々の事象そのままにではなく，
連関しあう関係の中で捉え記述したものであり，このような研究は今までになく斬新なも
のであり，本研究の独自性を示すものである.
既存の文献資料には結婚・離婚・再婚を個々に論述しただけで，相互に関連させて記述
し考察したものはなく，本論文は相互に関連させた記述・考察に成功している.
更に，ラム女性の高い離婚・再婚の理由に関して今まで深く考察された研究はない.こ
の問題について，本論文は離婚・再婚に対する考え方・意識，離婚・再婚に関する経済的
側面，離婚・再婚後における子供の処遇の 3点から考察したものである.離婚・再婚に対
して，ラムのムスリム女性は現実的な考え方を持ち，それが社会的にも受け入れられてい
る実態を明らかにしている.また，その経済的な側面に関して，離婚後の生活は実家など
によって支えられること，そして離婚・再婚に際して子供を場合によっては実家や親戚な
どが引き取る実態を詳細に記述した.これに関してさらに一般的に，離婚・再婚後の育児
を含めて，育児が女性たちの協力作業であることも明らかにしている.
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今まで殆ど明らかにされてこなかった女性間の交流についてその一面を明らかにした.
特に，夫の実家との関係について興味深い事実を記述している.夫婦が夫の実家から支援
を受ける際に，夫が直接受けるのではなく，妻が夫の実家の女性から支援を受け取る.ま
た離婚後も元妻が元夫の実家の女性と交流を続ける.
以上の点から，本研究はラム女性の研究を発展させ，ひいてはスワヒリ文化圏女性の研
究に貢献するものである判断した.
しかしながら，本研究についていくつかの検討課題が指摘できる.
本論文末にも触れられているが、本論の調査協力者 30人のラム社会における位置付け
がーはっきりしない。本研究はラム女性の生活史に関わる諸問題を記述し考察し、その一端
を明らかにしたものであるが，それとラム社会全体との関係がまだ未解明のままである.
ラム社会に住む人々の，特にラム女性の結婚・離婚・再婚に実態の一端が本論文によっ
て解明されたが，その実態を支える，結婚一般に対する基本的な観念が提示されず，論証
課題となっている.
高率の離婚・再婚などに女性が抱える諸問題に対して支援する内の世界・女の世界につ
いて実態の論述が断片的で全体像が提示されていない.また，この問題に関わる女性問の
交流の記述は端緒的なもので不十分であり，加えて女性の社会的影響力をまとめた論述が
残されている.
3.審査結果
以上のような検討課題があるものの，それにより本論文の価値を大きく損なわれること
はない.
本審査委員会は，本論文が既になされたラムおよびスワヒリ文化圏の女性に関する研究
の諸業績を踏まえて，数度に渡る現地調査によるデータをもとに，独自の問題意識による
研究課題を実証的に解明した論考であり，スワヒリ文化圏女性の研究は勿論，アフリカ及
びイスラーム圏女性の研究に寄与しうるものであることと，加えて最終試験の結果を考え
合わせた上で，本論文が博士(学術)の学位を授与するに値する研究であるとの結論に達
した.
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